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　総務委員会では、条例の制定1件、条例の一部改正1
件、土地開発公社の解散１件、茨城県市町村総合事務組
合の組織の減少１件、規約の一部改正１件、一般会計予
算(第5号)の6件について審査を行った。
　審査の中で、長期継続契約を締結することができる契
約を定める条例の制定では、条例制定のメリット、契約
年数、契約の限度額等について。一般会計補正予算では、
里美牧場の風力発電施設の落雷による修繕内容、１７年度
の税収確保に向けた方策、「買ってもらえる米づくり産
地育成事業」や「安全快適な道緊急整備事業」等につい
て質疑が行われ、付託された6議案を原案可決すべきも
のと決定した。
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　【委員会構成】
　委員長　黒沢　義久　　副委員長　立原　正一
　委　員　藤田　五郎　　小祝　隆雄　　小林　信房
　　　　　成井　一夫　　生田目久夫　　岩間　国高
　　　　　川上　和衛　　岩間　成行　　小林　一三
　　　　　吉成　和昭　　井坂　勝安　　茅根　　猛
　　　　　石　　拓也　　石山　良春　　福地　正文

　文教民生委員会では、条例の一部改正３件、公の施設
に係る指定管理者の指定２件、国保会計・老人保健会計・
戸別合併処理浄化槽会計・簡易水道事業会計の各補正予
算４件の計９件について審査を行った。
　審査の中で、総合福祉会館設管条例の一部改正では、
５時以降の利用者数の割合や値下げによる収入見込み、
さらに人件費を含めた浴場運営等について。指定管理者
の指定では、温水プールの指定を公募により行った中
で、応募件数、審査基準、選定理由等について。国保会
計補正予算では、一般被保険者・退職者被保険者高額療
養費の増額理由や健康対策等について。戸別合併処理浄
化槽特別会計では、今年度の計画とその実績等について
質疑が行われ、付託された９議案を原案可決すべきもの
と決定した。
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　【委員会構成】
　委員長　高木　　将　　副委員長　山口　恒男
　委　員　酒井　　勝　　宮本　　昭　　益子　　寿
　　　　　宇野　隆子　　須藤　健志　　綿引　義明
　　　　　和田　輝正　　椎名　久寿　　荒井　康夫
　　　　　田尻　求士　　関　　英喜　　菊池　伸也
　　　　　高星　勝幸　　平山　晶邦　　深谷　秀峰

　産業水道委員会では、公の施設に係る指定管理者の指
定3件、水道事業会計補正予算１件、工業用水道会計補
正予算1件、請願第５号地域農林水産業活性化を図るた
めの「地産地消自治体宣言」を求める請願の計６件につ
いて審査を行った。
　審査の中で、指定管理者の指定では、西山の里観光施
設を常陸太田市公益事業団に指定をする中で、団体の事
業内容と組織、指定の根拠、選定委員会の構成、指定期
間等について。竜神大吊橋等を（株）水府振興公社に指
定する中では、大吊橋の利用料金について県との協議内
容や公社の経営状況について。里美カントリー牧場・ぬ
くもりの湯等を（財）里美ふるさと振興公社に指定する
中では、経営の健全化等について質疑が行われ、付託さ
れた６議案を原案可決すべきものと決定した。
　また、請願第5号については、起立採決により不採択
すべきものと決定した。
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　【委員会構成】
　委員長　宮田　欣三　　副委員長　梶山　昭一
　委　員　平山　　伝　　井上　正重　　吉村　　誠
　　　　　片野　宗隆　　中嶋　　満　　永井　　猛
　　　　　矢部　正心　　小林　英機　　川又　照雄
　　　　　成井小太郎　　大森　康多　　田所　美朗
　　　　　豊田　吉三　　益子　慎哉

　建設委員会では、市道路線の廃止１件、市道路線の認
定１件、下水道事業会計補正予算１件の計３件について
審査を行った。
　審査の中で、市道路線の認定では、各認定路線の認定
内容の中で山吹運動公園野球場南側の農道の認定理由
等、民間企業の開発になどによる住宅建設地内道路の移
管後の維持管理の考え方等について、質疑が行われ、付
託された3議案を原案可決すべきものと決定した。

　【委員会構成】
　委員長　後藤　　守　　副委員長　沢畠　　亮
　委　員　木村　徳二　　天木　　元   　萩谷　俊昭
　　　　　平山　　英　　斎藤　三郎   　平根喜八郎
　　　　　綿引　猛始　　堀江　欣寿   　山本　　昌
　　　　　小田部　功　　木村　茂男   　井上　清一
　　　　　興野　　勉　　金沢　広道�


